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毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

水が不足しています

節水にこ協力を

住民のみなさんには、水不足の

ため給水制限で大変ご迷惑をおか

けいたしております。先日の雨で

も貯水量はまだ十分でなく、現在

でも水が不足しております。

日頃から節水につとめ、漏水を

みつけたら水道課（℡601・4

321）にお知らせください。

町の人　口

5月末現在（）は昨年比

人　口　25′535（＋621）

男12，386（＋326）

女13，149（＋295）

世帯数　7′733（十305）

町の面積　10．82　ｋｄ

さ
あ
　
田
植

水
き
き
ん
で
頭
を
い
た
め
る
北
部
九

州
に
や
っ
と
待
望
の
雨
が
十
日
・
十
一

日
と
降
り
、
北
九
州
地
区
で
は
給
水
制

限
も
解
除
さ
れ
、
住
民
も
や
っ
と
ひ
と

い
き
。こ

の
雨
で
、
町
内
の
田
も
満
た
さ
れ

減
反
や
食
管
法
の
問
題
で
苦
労
の
多
い

お
百
姓
た
ち
も
、
ま
ず
は
ひ
と
安
心
。

さ
っ
そ
く
、
家
族
総
が
か
り
で
田
植
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
宅
地
ブ
ー
ム
で
狭

く
な
っ
た
田
に
す
み
ず
み
ま
で
、
て
い

ね
い
に
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

秋
に
は
、
き
っ
と
重
い
稲
穂
が
首
を

た
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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聾
（月　額）

年金額6．7％アップ

拠出年金
福祉年金

国
民
年
金
は
、
わ

が
国
に
お
け
る
年
金

制
度
の
大
き
な
柱
と

し
て
発
展
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
年
金
続

が
法
律
改
正
で
次
の

と
お
り
引
上
げ
ら
れ

ま
す
。

過
去
の
古
い
保
険
料
を

納
め
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

特
例
納
付
の
内
容

◎
特
例
納
付
が
で
き
る
人

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
（
加
入
届

を
出
し
て
い
な
い
人
を
含
む
）

◎
特
例
納
付
が
で
き
る
期
間

昭
和
3
6
年
4
月
か
ら
昭
和
5
3
年
3
月

ま
で
の
滞
納
期
間
の
う
ち
、
す
で
に

時
効
に
か
か
り
納
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
期
間
分

◎
特
例
納
付
の
保
険
料
額

滞

納

1

月

に

つ

き

4

0

0

0

円

◎
特
例
納
付
実
施
期
間

5

3

年

7

月

1

日

～

5

5

年

6

月

3

0

日

保
険
料
の
特
例
納
付
と
は
、
国
民
年

金
か
ら
老
齢
年
金
を
受
け
る
に
は
、
保

1′被保険者（加入者）

こ　 ん　 な‘ と　 き こ ん な　 届 提 出 時 期

20 抜か ．‘，59故 まての 人で年金

肌 理に加 入していな い 人
囚 ｌＣ年会 、の加 入届 ナふや かに

会仕に勤めは じめＩ一路 年金保

臓 等：ニ加 大した 人
Ｌ射七年息 の喪失届 ｌ川 以 内

Ｌ痛 や 氏　 が 変った 人 ｔｊ三所 ｔｌ れ 変更届 1柏 以 内

ｔ話扶助や匿 ‘甘年会 をせけは 保 険料
14 日以 内

しめ た人 免 除増山韻 当娼

病気 、矢 来、その他の増 山で

保瞼 杵 柄寸か 囲性な・人
楳 険料免除 申韻書 毎年 7 月末 まで

加 入者か死亡 し！：とき
被保 険者残し 届

叱 Ｌ一時金 放定 請求書
日 日以 内

65歳に なった 人．蹄巻 ，母 子

揖母 ｒ・．遥 私 か増の甘 酢 二

なった 人

圏 単年立教定 鏑求書 す＿ふや かに

年金 を引絶 させ けるため 環況撼 （毎年 ｌ剛
撮 撼 ・・・紺 15日 て

その他・・・・・・川 31日圭て′

年会証 書を臭 った生　 こし

た とき
年金証 割 接 付 削 青書 すふや かに

支払通 知書を失 った り．尾 が 王振 幽 痛
その つと‘

ない とき 未着 （亡 か 尾

住所や 氏名が変 っ／ことき 捕 顧 砦班 噛
1抽 ｕ ｌ勺

年金一を受取 方法や 、立鰻績樹

を変え るとき

霊 宝 鯛 変 更届
そのつ ど

年会 を受 けてい る人が死亡 し 受給権 老残Ｌ届
14 日以 内

たとき 末上線 年会顔求 さ

棲　　　 頬 現　　 行 改　 正　 額

拠

出

年

金

5　 年　 年　 金 1 6 ，4 0 8 円 1 7 ，5 0 8 円

10　 年　 年　 金 2 ・2 ，4 2 5 〃 2 3 ，9 2 5 〃

老　 齢　 年　 金 現 行 （年 額 ）

× 1 ．0 6 7

障 害 年 金 1 級 4 5 ，1 2 5 〃 4 8 ，1 4 1 ′・

〃　　　 2 線 3 6 ，1 0 0 ′′ 3 8 ，5 0 8 ・′

母 子 （準 遺 児 ）年 金 3 6 ，1 0 0 ・′ 3 8 ．5 0 8 11
2 人 目 2 千 円 加 算

福

祉

年 ・・

金

老 齢 福 祉 年 金 1 5 ，0 0 0 円 1 6 ，5 0 0 円

障 害 福 祉 年 金 1 級 2 2 ，5 0 0 〃 2 4 ，8 0 0 〃

〃　　　 2級 1 5 ，0 0 0 〃 1 6 ，5 0 0 〃

母 子 福 祉 年 金 1 9 ，5 0 0 〃 2 1 ，5 0 0 ′′

改

′－Ｌ．ヌＥ
月

拠　 出　 年　 金 5 3 年 7 月

福　 祉　 年　 金 5 3 年 8 手1

．書目1・
険
料
を
納
め
る
か
、
保
険
料
の
免
除
を

受
け
た
期
間
が
〓
疋
期
間
必
要
で
す
が

誤
解
や
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
に

当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
リ
、
加
入
し
て

も
保
険
料
を
長
期
間
滞
納
し
、
今
後
の

期
間
分
だ
け
で
は
こ
の
一
定
期
間
を
満

た
な
い
人
な
ど
に
対
し
、
す
で
に
時
効

に
か
か
り
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
昔
の

未
納
期
間
分
を
特
例
的
に
納
め
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
制
度
で
す
。

届
・
申
出
・
請
求
な
ど
を

忘
れ
ず
に

こ
ん
な
と
き
に
は
、
役
場
国
民
年
金

係
窓
口
で
、
こ
ん
な
手
続
を
し
ま
し
ょ

、
つ
0

㈲
手
続
用
紙
は
、
役
場
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

佃
印
鑑
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
を
持

参
し
て
Ｃ
だ
さ
い
。

′
．
‘

八年間の活動みのる

伊
左
座
バ
レ
ー

少
　
　
年
　
　
団

県
知
事
表
彰

六
月
九
日
、
福
岡
市
で
開
か

れ
た
青
少
年
育
成
県
民
会
議
総

会
で
、
伊
左
座
少
年
団
が
県
知

事
か
ら
晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。こ

れ
は
、
昭
和
四
十
五
年
に

下
二
バ
レ
ー
少
年
団
結
成
以
来

指
導
員
、
保
護
者
、
団
員
の
三

県
知
事
か
ら
表
彰
を
う
け
る
相
原
会
長

蓬

　

　

′

が
ま
も

者
が
一
体
と
な
っ
て
積
極
的
に
体
育
文

化
活
動
や
、
奉
仕
活
動
に
取
組
ん
だ
実

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

町
少
年
団
、
初
の
県
知
事
表
彰
を
讃

え
る
と
と
も
に
団
活
動
の
一
層
の
活
発

化
を
期
待
し
ま
す
。

〝
緑
を
大
切
に
″

古
賀
区
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域
の

緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
と
四
年
前
か
ら

周
辺
の
山
な
ど
の
除
草
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
貴
近
、
心
な
い
一
部
の
人

が
他
人
の
山
に
無
断
に
は
い
り
、
植
木

な
ど
を
掘
り
出
し
（
刑
法
二
三
五
条
・

窃
盗
罪
1
0
年
以
下
の
懲
役
）
、
大
き
な

穴
を
あ
け
て
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。
子
供
た
ち
が
遊
ぶ
に
し
て
も
大

怪
我
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
の
環
境
を
自
ら
汚
す
こ
と

の
な
い
よ
フ
お
互
が
注
意
し
合
っ
て
、

緑
豊
か
な
町
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

税金は納期内に納めましょう　6月の納期　町県民税・国保税……1期分
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投

票

日

は

7

月

1

4

日

水
巻
町
で
は
、
現
農
業
委
員
の
任
期

が
7
月
1
9
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。

老
人
医
療
証
の
切
替

こ
の
た
め
、
町
選
挙
管
理

要
員
会
は
任
期
満
了
に
伴
う

農
業
委
員
の
選
挙
を
7
月
7

日
に
告
示
し
、
7
月
1
4
日
を

投
票
日
と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
統
一
で
行
な

わ
れ
ま
す
。

選
挙
の
主
な
日
程

7
月
7
日
　
選
挙
告
示

立
候
補
届
受
付
開
始

不
在
者
投
票
開
始

7
月
8
日
　
立
候
補
届

受
付
最
終
日

7
月
1
4
日
　
投
票
日

な
お
、
詳
細
は
町
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で

．
－
ヽ

㌢
葦
寸 長盛違迂遠裏－・蒜壷壷翫壷壷道道遍由兢

あ
な
た
の
も
っ
て
い
る
老

人
医
療
受
給
者
証
の
使
用
で

き
る
期
限
は
6
月
3
0
日
ま
で

で
す
。し

た
が
い
ま
し
て
、
7
月

か
ら
来
年
の
6
月
ま
で
の
老

人
医
榛
証
を
次
の
と
お
り
交

付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
こ
の

期
間
に
切
替
て
く
だ
さ
い
。

◎
日
時
（
時
間
は
9
時
～
午

後
4
時
）

。
6
月
2
6
日
　
鹿
児
島
本
線

よ
り
南
地
区

（
吉
田
方
面
）

。
6
月
2
7
日
　
鹿
児
島
本
線

よ
り
北
地
区

（
猪
熊
方
面
）

。

6

月

2

8

日

　

2

6

・

2

7

日

来

ら
れ
な
い
か

た

◎
場
所
　
役
場
西
別
館

◎
も
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
と
健
康
保
険
証
（
あ
な
た
が
加

入
し
て
い
る
）

●
扶
養
義
務
者
の
源
泉
徴
収
票
の
必
要

な
か
だ

①
扶
養
義
務
者
が
5
3
年
1
月
1
日
以
降

転
入
の
か
た

②
扶
養
義
務
者
が
町
外
に
居
住
し
て
い

る
か
た

●
本
人
の
源
泉
徴
収
票
の
必
要
な
か
た

①
老
人
医
療
対
象
者
が
被
保
険
者
で
あ

り
、
か
つ
5
3
年
1
月
1
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
か
た

一
人
暮
し
老
人
の
、

実
態
調
査

町
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
民
生
委
員

協
議
会
で
は
、
〝
お
と
し
よ
り
の
福
祉

増
進
〟
の
た
め
、
町
内
の
一
人
暮
ら
し

の
実
態
調
査
を
六
月
二
十
一
日
か
ら
一

ｌ
嶺

か
月
間
の
予
定
で
行
い
ま
す
。

次
の
要
領
で
担
当
民
生
委
員
が
調
査

に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
対
象
者
は
6
5
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
老
人
世
帯

②
近
親
者
そ
の
他
応
急
の
場
合
の
連
絡

先
③
老
人
の
健
康
状
況

④
日
常
生
活
動
作
の
自
立
性

⑤
介
護
者
が
近
所
に
住
ん
で
い
る
場
合

の
状
況

⑥
住
居
の
状
況

学
校
教
員
採
用
試
験

▼
試
験
日
　
7
月
2
3
日

▼
璧
日
提
出
　
6
月
3
0
日
ま
で

▼
聖
日
交
付
・
受
付
場
所
及
び
試
験
会

場

⊇
：
ｌ
ｌ
…
ｌ
Ｉ
．
…
－
！
：
ｌ
！
。
1
－
…
ｉ
－
・
．
＝
－
－
…
・
－
！
…
－
－
…
ｉ
－
…
－
－
…
ｉ
－
・
…
－
－
…
ｉ
－
…
・
－
！
・
・
ｌ
－
…
ｉ
－
…
－
－
…
・
－
－
・
・
‥
県
公
立
学
校
教
員
－
県
教
育
庁
指
導

簡
易
保
険
か
ら
の
融
資
で

住
み
良
い
町
づ
く
り

町
で
は
、
郵
便
局
か
ら
簡
易
生
命
保

険
積
立
金
の
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
融
資
と
は
、
郵
便
局
の
簡
易
生

命
保
険
加
入
者
の
保
険
料
で
積
立
ら
れ

た
資
金
を
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
て
地

域
の
発
展
と
住
民
の
生
活
環
境
の
向
上

に
役
立
つ
よ
う
還
元
融
資
さ
れ
る
も
の

で
す
。明

る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め

諸
事
業
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
事
・

業
費
の
一
部
に
こ
の
融
資
が
あ
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

昭
和
5
2
年
度
事
業
に
は
、
義
務
教
育

施
設
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
事
業

に
給
紙
5
億
7
千
2
百
万
円
の
融
資
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

5
2
年
度
の
融
資
事
業
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

。
水
巻
南
中
学
校
　
講
堂
・
校
舎
工
事

。
町
立
第
2
保
育
園
移
転
改
築
工
事

。
道
路
整
備
事
業

小
塚
・
門
田
線
、
机
橋

。
改
良
住
宅
達
哉
事
業

高
松
・
鯉
口
区

資金で建てられた高松改良住宅

公
営
住
宅
建
設
事
業

い
わ
せ
・
野
間

第

二

課

（

℡

0

9

2

・

7

7

1

・

1

1
6
1
）
－
福
岡
教
育
大
学

。
北
九
州
市
公
立
学
校
教
員
－
北
九
州

市
教
育
委
員
会
（
℡
5
8
2
・
2
3

7
2
）
－
戸
畑
商
業
高
校

。
福
岡
市
公
立
学
校
数
扇
ｌ
Ｉ
福
岡
市
教

育
委
員
会
（
℡
0
9
2
・
7
1
1
・

4
6
1
4
）
ｌ
⊥
サ
村
学
園
大
学

県
職
員
採
用
試
験

▼
受
験
資
格

。
上
級
（
行
政
・
社
会
福
祉
・
学
校
事

務
・
土
木
・
建
築
・
農
業
・
林
莱
・

＼
獣
医
師
）
　
2
4
年
4
片
2
、
日
～
3
2
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
入

り
中
級
（
農
業
）
　
2
8
年
4
月
2
日
～

3
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

本
年
9
月
下
旬
か
ら
勤
務
可
能
な
人

。
上
級
（
学
校
事
務
）
　
2
3
年
4
月
2

日
～
3
1
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

。
中
級
（
行
政
事
務
）
　
2
7
年
4
月
2

日
～
3
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

▼
試
験
日
　
7
月
2
3
日
（
日
曜
）

▼
試
験
地
　
福
岡
市

▼
受
付
期
限
　
6
月
3
0
日
ま
で

申
込
用
紙
は
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（

℡

0

9

2

・

2

9

1

・

3

0

6

7

）

ま
で
。
ま
た
中
級
（
行
政
事
務
・
学
校

事
務
・
栄
養
士
）
、
初
級
は
1
0
月
中
旬

実
施
予
定

税
務
大
学
校
学
生
募
集

税
務
大
学
校
に
は
、
国
家
公
務
員
採

用
初
級
試
験
（
税
務
）
の
合
格
者
の
中

か
ら
採
用
さ
れ
た
人
が
入
校
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格
　
昭
和
3
3
年
4
月
2
日
～

昭
和
3
6
年
4
月
1
日
生
れ
の
男
子

▼
警
受
付
　
7
月
1
2
日
～
7
月
2
1
日

▼
第
一
次
試
験
　
1
0
月
1
日

問
合
せ
は
福
岡
国
税
局
研
修
係
（
℡

0

9

2

・

4

1

1

・

0

0

3

1

）

　

へ

電
気
工
事
士
試
験

▼
試
験
　
7
月
3
0
日

▼
場
所
　
福
岡
工
業
大
学

▼
願
書
受
付
　
7
月
3
日
～
㍑
日

▼
警
提
出
　
県
商
工
部
工
業
課

願
書
は
役
場
産
業
課
に
あ
り
ま
す
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
展

。
日
時
　
6
月
2
4
日
～
7
月
2
3
日

午
前
1
0
時
～
午
後
6
時

。
会
場
　
福
岡
文
化
会
館

割
引
券
が
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す

火事0救急車は691－0119番へ　警察は110番へ



結
核
予
防
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
種

▼
対
象
者
　
生
後
3
か
月
～
4
歳
ま
で

で
一
度
も
接
種
し
て
な
い
子

▼
日
時

。

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

　

7

月

1

2

日

（

水

一

1

4

～

1

5

時

7
月
1
4
日
　
（
金
）
　
1
4
時

醐附［昭和53年6月25日　脚附附酬欄酬ｌ酬酬酬醐冊附椰冊酬附

～
1
5
時

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
判
定
を
7
月
1
4
日

1
3
時
～
1
4
時
ま
で
行
い
、
判
定
の
結

果
、
陰
性
の
子
供
の
み
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

▼
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▼
注
意

。
当
日
は
必
ず
母
子
手
帳
持
参
の
こ
と

。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
時
は
問
診
票
は
い

り
ま
せ
ん
の
で
直
接
会
場
へ
、
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
終
了
後
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
問
診

票
を
会
場
で
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
次
に
あ
げ
る
子
供
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん

。
熱
の
あ
る
十

。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
手

工
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

こ
と
の
あ
る
子

。
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な
ど

に
か
か
っ
て
一
年
以
上
た
っ
て
な
い

子
。
慢
性
疾
患
（
腎
臓
、
肝
臓
、
喘
息
な

ど
）
に
か
か
っ
て
い
る
子

心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
者

に
相
談
く
だ
さ
い
。

七
月
の
休
日

水
道
管
修
理
当
番

土
曜
（
午
後
か
ら
）
・
日
曜
・
祭
日

は
当
番
業
者
へ

7
月
1
日
（
土
）
　
木
下
工
業
所
（
℡

6
0
1
・
2
0
8
3
）

7
月
2
日
（
日
）
　
入
江
設
備
（
℡
6

0
1
・
2
5
1
1
）

7
月
8
日
（
土
）
・
九
州
電
気
工
事
（

℡

6

0

1

・

1

5

1

1

）

7
月
9
日
（
日
）
　
木
下
工
業
所

7
月
1
5
日
王
）
　
飯
野
工
務
店
へ
℡

6
1
1
・
1
0
0
4
）

7
月
1
6
日
（
日
）
　
九
州
電
気
工
事

7
月
2
2
日
（
土
）
　
河
野
工
務
店
（
℡

6

9

1

・

5

2

7

6

一

7
月
2
3
日
（
日
）
　
飯
野
工
務
店

7
月
2
9
日
（
土
一
山
壕
鉄
工
所
（
℡

6
9
1
・
2
7
5
2
）

7
月
3
0
日
（
臼
）
　
河
野
工
務
店

7
月
の
…
配
。
と権
欄
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
7
月
6
・
1
7
・
2
7
日

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

身
障
者
の
結
婚
相
談

身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
は
、
身
体

障
害
者
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
、
幸
福
な

家
庭
を
も
た
れ
る
よ
う
、
結
婚
の
「
相

談
」
と
－
あ
っ
せ
ん
」
の
お
世
話
を
し

て
ぉ
リ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談

し
た
こ
と
は
一
切
秘
密
に
い
た
し
ま
す

お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先
　
触
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚

相

談

所

（

℡

0

9

2

・

7

5

1

・

3

2
3
9
）
砧
同
市
六
本
松
1
丁
目

手
話
奉
仕
員

養
成
講
習
会

県
で
は
、
聴
覚
障
害
者
お
よ
び
音
声

ま
た
は
言
語
機
能
障
害
者
の
福
祉
に
理

解
と
熱
意
を
有
す
る
者
に
対
し
、
手
話

な
ど
の
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
「

手
話
奉
仕
員
」
を
養
成
し
ま
す
。

▼
講
習
期
間
・
時
間

7
月
1
7
日
～
1
1
月
3
0
日
間
の
月
・
木

曜
日
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
申
分

▼
場
所
　
中
間
市
中
央
公
民
館

▼
受
講
料
　
無
料

予
定
人
員
が
5
0
名
で
す
の
で
早
目
に

中
間
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
℡
0
9

3
・
2
4
・
1
1
1
1
）
　
に
申
込
ん
で

く
た
さ
い
。

◎日時　7月4日（火曜）　午後6時30分から

◎場所　町勤労青少年センター（役場横）

◎講師　英聖峰（コロンビア専属）

◎曲　　日本まつり、ご町内音頭、和楽踊

本年は講師の都合で早目になりましたが、みなさんの

多数の参加を

し尿汲取予定日の月

頃未、猪熊

頃末、唐熊県住、猪熊

鯉口、車返し、猪熊

御輪地、垣添、片山、猪熊

ヌメリ石、吉田本村（1・2組）

7

　

日

　

目

　

日

　

日

　

日

「
上
主
上
巨

緑風園、中央区、頃末（18区）、

松栄荘団地

7日　畠尾、中央区、月夜待、商店街、

美吉野団地

8日　美吉野団地、古賀、机、立屋敷、

伊左座、川端通り、県道筋、大橋

通り

10日　高松区、御輪地、頃末（6・11・

14区）、吉田本村、二、下二、二

町住、下二町住

11日　卓近東、頃末（6・11・14区）、

机社宅、頃末（15・25区）、新生

街（山ノロ団地）

富ノ下社宅

吉田団地、古賀区、樋口

吉田団地、古賀区、樋口

吉田団地、古賀区、樋日

下二、志田本村、鯉Ｈ区

二、伊左座、鯉口区

猪熊町住

古賀県住、古賀、新生街

みずほ団地、極目

みずほ団地、幼椎園通り

幼稚園通り、梅ノ木区

梅ノ木区

梅ノ木区

猪熊

猪熊

お

日

　

日

　

日

　

日

　

日

　

日

　

日

　

日

　

日

　

日

　

日

　

日
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Ｈ
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1

3

　

1

4

　

1

5

　

1

7

　

1

8

　

1

9

　

2

0

・
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2

2

　

2

4

　

2

5

　

2

6

一

2

9

　

3

1

香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にご寄

贈がありました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあ

っくお礼申しあげます。

殿

殿

殿

殿

幹

敏

イ

ク

繁
英
ス
　
フ

林

島

方

辺

小

永

緒

渡

中間市島森　故小林ヲカツ殿

みずほ団地　故藤崎　　節殿

吉田団地　　故緒方　　賀殿

下　二　　　故渡辺　正美殿

あなたの役場です　電話匿01）4321

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤

企

画

財

軸

課

　

へ

電

話

6

。

1

」

4

印
　
刷
　
遠
　
貴
　
印
　
刷
　
株
　
式
　
会
　
社


